
 -1- 

第32回 ふじみ新ごみ処理施設整備市民検討会 会議録（要旨） 

 

１ 開催日時 平成24年5月31日（木）19時00分から21時00分 

２ 開催場所 新ごみ処理施設建設工事現場事務所 １階 会議室 

３ 委員出欠 出席11人 

出席委員 大江宏(会長)、草苅正行、小林隆志、佐藤 壽、寺嶋均（副会長）、 

時津直子、中澄子、藤生よし子、増田雅則、松井和夫 

４ 出席者 

事務局  浜三昭、吉野弘巳、澤田忍、荻原正樹、佐藤昌一、奥山尚、田中實、 

深井恭、飯高秀男、和田良英、飯泉研、竹内冨士夫 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社  

パシフィックコンサルタンツ株式会社  

５ 傍聴者 4人 

 

【議事次第】 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 報告事項 

(1) 第３１回市民検討会議事録の確認 

(2) 第２０回、２１回、２２回ふじみ衛生組合地元協議会について 

(3) ふじみ衛生組合新ごみ処理施設建設工事の進捗状況について 

４ 協議事項 

(1) 環境学習機能について（第３期まとめ）案 

(2) （仮称）ふじみ環境学習推進員会議について 

５ その他 

６ 閉会 

【配布資料】 

  議事次第 

【資料1】第31回ふじみ新ごみ処理施設整備市民検討会 会議録（要旨） 

【資料2】環境学習機能について（第３期まとめ）案 

【資料3】（仮称）ふじみ環境学習推進員会議設置要綱（たたき台） 
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【会議録】 

午後７時 開会 

 

１ 開会 

【事務局挨拶】 

【配布資料の確認】 

 

２ 会長あいさつ 

【会長挨拶】 

 

３ 報告事項 

（１）第31回市民検討会議事録について 

【事務局説明】 

 会 長 ： 何か気づいた点はあるか。無いようであれば、公開の手続きをお願い

したい。 

   

（２）第20回、21回、22回ふじみ衛生組合地元協議会について 

【事務局説明】 

 会 長 ： 何か質問、意見はあるか 

 Ｈ委員 ： 今、どのようなことを中心に話し合われているのか、概略を説明して

ほしい。 

事務局 ： 環境保全に関する協定書の中身について、具体的に議論が行われてい

る。１点目はごみの広域処理に関すること、他の自治体からの広域支援

の要請があった場合についての取り扱いについてである。２点目、環境

測定及び調査、どのような測定項目をどのような方法で何回ぐらい測定

していくのか、測定の項目や方法、回数についての協議。３点目、地域

住民の健康被害の防止及び施設の運転の監視を行うための専門組織を

設置してはどうか、といった協議。４点目、環境保全に関する協定書の

有効期間について。以上のようなことを議論しているところである。 

 会 長 ： いかがか。 
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 Ｈ委員 ： 議論の進捗状況はどうか。 

事務局 ： 試運転開始時の１０月くらいまでには環境保全に関する協定書を締結

したいと考えている。試運転が１０月１日。当初は、通電、電気を入れ

て、機械が一つ一つ順調に動くかどうか、そういった機械の点検。そし

てその後、１２月から実際に両市のごみを入れて、燃やす試験を行って、

順調にいけば３月末までには引き渡しを受けることになる。 

 会 長 ： 他に何かあるか。 

 Ｃ委員 ： 他地域からのごみ処理の引き受けについて、今問題になっている東北

のがれきを受け入れるかどうかという問題があると思う。これはいろい

ろと討議をする必要があるのではないか。東京都は受け入れているが、

各区市区町村が全部受け入れるのか、その辺のことは地元協議会か、あ

るいは市民検討会か、三鷹市の議会なのか、その辺の状況について聞き

たい。 

事務局 ： ふじみ衛生組合の議会等でも議題になった。また、地元協議会でも同

じ内容で情報提供をした。また、前回の市民検討会でも同じ形で報告し

ている。現在の状況は、東京都全体で宮城県の女川町の災害廃棄物を受

け入れる。２３区の複数の清掃工場で、３月２日から順次受け入れがス

タートしている。多摩地区については、受け入れ条件としては、発電施

設を有する施設であること、バグフィルター等の設備が整っていること

などで、該当する施設は、現在、７施設である。ふじみも完成すれば、

その条件に入るので、東京都全体のスキームの中での受け入れることに

なる。 

多摩地区については、説明会が、７地区のうちの５地区で３月から５

月にかけて行われた。ふじみについては、２５年以降になると思われる

が、まだ具体的な話は全く来ていない。 

 

（３）ふじみ衛生組合新ごみ処理施設建設工事の進捗状況について 

【事務局説明】 

 

４ 議題 
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(1) 環境学習機能について（第３期まとめ）案について 

【事務局説明】 

会 長   ： 前回の素案から案となり、大枠、このような形でまとめとして提

案できればよいと思う。何か特に意見はあるか。 

Ｂ委員 ： 一つは、３階のリサイクル品の展示について。まとめて展示するのも

一つだが、通路の途中に展示を分散していくというのも効果的では

ないか。もう一つは、パネルの数量と内容について、テーマごとに

あるまとまりを持ってあえて限定的に展示するのがよい。パネルの

間隔があると見やすいし、考えやすい。テーマは３Ｒの概念にまと

めたらよいと考えている。また、３Ｒコーナーのほかに、石油と金

属資源、地下資源についてのコーナーを設ける。 

短時間で見学する人たちへ。イメージが持ちやすい展示方法にす

るため、パネルの数量は適宜。間隔をあける、各テーマの間にリサ

イクル品を置くなどし、そこでひとつイメージをチェンジさせる工

夫が出来るのではないか。 

会 長   ： 貴重な意見である。事務局から何かあるか。 

事務局   ： １点目のリサイクル品コーナーについては、固定するものではな

いと我々も考えている。展示パネルとの兼ね合いで考えていきたい。

分散して置くという意見もいただいたので、その辺を含め、この後

の議題になるが、新たにそういった具体的な設置物の内容を検討す

るチームの設置について提案をする。本市民検討会でいただいた貴

重な意見を次につなげていきたいと考えている。 ２点目のパネル

について、テーマごとにまとめてということだが、そのとおりだと

考えている。展示方法でも、テーマごとにコーナーを作成するとい

うことで、例として３Ｒコーナー、イベントコーナー、ごみの現状

と将来の目標コーナー、ごみ処理フローコーナー、ごみ処理技術コ

ーナー、生ごみリサイクルコーナー等々、例として挙げている。Ｂ

委員 より色々と貴重な意見をいただいた。この次の議題、環境学

習推進員会議のほうに引き継いでいきたいと考えている。 

会 長   ： ピクチャーレールが増設され、柔軟に展開していけるのではない
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か。また、リサイクル品コーナー、実物展示、これも固定的ではな

いとのことなので、Ｂ委員 の提案、具体的に今後、検討していけ

るのではないか。  

これをもって第３期のまとめにし、正副管理者へ提出したいと思

うが、いかがか。 

(2) （仮称）ふじみ環境学習推進員会議について 

【事務局説明】 

会 長   ： 先ほど承認いただいた第３期のまとめとして、環境学習に関して

皆さんから提案、意見をいただいている。来年３月の竣工に間に合

うように、その中身を具体的に取りそろえていくことになる。この

検討会で検討してきたことをゼロベースから始めるのではなくて

継続的に具体化していけるチームが必要になってきたということ

である。事務局からの出たたたき台であるので、忌憚のない意見を

出しほしい。 

Ｅ委員   ： 賛成である。これからはそれぞれ専門の方がきっちりと詰めてい

く段階である。そこで詰めた内容を市民検討会に報告をしてもらう

というシステムがいいと思っている。 

会 長   ： この新しい会議の期間はいつまでか。 

事務局   ： 本市民検討会と同じく、任期は施設が竣工したときまでである。 

Ｄ委員   ： このこと自体には賛成なのだが、ちょっと聞きたいことがある。

例えば、メインのプロダクツはＤＶＤとかになると思われる。この

委員がそこまでできるのかという問題もあるのではないか。もっと

専門家が必要ではないのか。その辺について、何か考えがあるので

あればおしえてほしい。 

事務局   ： ＤＶＤ等については、ＪＦＥからたたき台が出てくる。ＪＦＥは

当然、自分のところでつくるわけではなく、専門の業者さん等を通

じてアイデアを持ってくると思われる。それを基本的にはたたいて

いただこうと考えている。要綱の、環境に関する学識経験者、この

方については例えば小学生向けに本を出している方とか、ある程度、

小学生の立場で、視点でいろいろ意見をいただける方を絡ませたい
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と思っている。完全に白紙の状態から案を作り、こちらからＪＦＥ

へ提案するとなると、もう少しメンバーを強化しないととも思うが、

時間的なことも踏まえると、逆にＪＦＥ側からたたき台が示される

と考えている。 

Ｄ委員   ： 何か業者を使わないとできないと思う。本検討会で議論した案も

あるのだから、そういうものはしっかり伝えてほしい。また、ＤＶ

Ｄやパネルなども、時々刻々変わるものという認識である、特に私

は、前にも言ったことがあるが、将来のごみ処理はどういう技術が

出てくるというようなことにも目を光らせてほしいと考えている

ので、永続的にこの組織が何らかの形で、来年４月からも続けるよ

うにしてほしい。 

会 長   ： 今、我々がここでたたいたのは、基本線で、これを踏まえたスペ

ックというか、提案をしてもらうことがまず前提である。それと、

構成について過不足、何か意見はあるか。この検討委員会からもう

少しメンバーを出してほしいなど。 

Ｌ委員   ： 展示されたパネル、それを維持していく、または変えていくとい

った仕事は事務局がやるのか、それとも別のスタッフができるのか。 

事務局   ： 将来どうやって更新をかけていくかという視点だが、この市民検

討会でも、できれば市民の力を使いたいという意見をたくさんいた

だいている。私ども職員が中心となるのではなく、意識の高い市民

の皆様にその辺の仕事をお願いできればと考えている。 

会 長   ： この、新しくできる会の中で、そういった基本的なところも検討

してよいのか。 

事務局   ： そうである。 

会 長   ： 所掌事項の（１）、（２）の中にそういうことも含めて考えていく

ということだと思う。 

他に何かあるか。 

要綱は、たたき台であるので、この先のプロセスはどういうふう

になるのか。 

事務局   ： 本日の意見をもとにもう一度、要綱を修正し、決裁をとり、実際
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に推薦を依頼したりという流れになる。期間が短いので、早目に第

１回目の会議が開ければと思っている。会議は６時半または７時ス

タートを考えている。ＤＶＤやパネル、パンフレットなどの作成期

間を考えると、月に１回程度開かないと間に合わないと思う。その

辺のスケジュール管理をしながら来年の３月までに完成するよ進

めていきたいと考えている。 

会 長   ： 市民検討会が１４名の委員で構成されているので、９名ぐらいが

機動性があって良いのではないか。 

他に何かあるか。 

Ｃ委員   ： ＤＶＤなど実際につくるのは事業者であり、事業者のほうから提

供があったものを委員がチェック、提案するというような性格と理

解してよいのか。 

会 長   ： そのとおりだと思う。我々のこの提案内容を踏まえて、ＪＦＥが

まず、原案を準備してくる。それについて、意見を出していく。 

事務局   ： ＪＦＥが作成するのはＤＶＤとパンフレット、それとパネルにつ

いては、ＪＦＥの関連するごみ処理技術の部分、ストーカ炉や発電

に関しての部分である。残りの３Ｒや、将来のごみのあり方、そう

いったものはＪＦＥではなくて、新しくできる推進会議でつくって

いくことになる。今まで市民検討会の中でその骨格の部分は議論し

てきているので、それに枝葉をどんどんつけていき、作成していく

ことになると考えている。 

Ｅ委員   ： 今までの協議の中でかなり詳しく意見が出ていると思う。あくま

でも業者中心ではなく、今までの議論を基に、足らない点を専門的

に選ばれた方の意見を踏まえて今後議論していけばよいのではな

いか。例えば、教育上の中でどうか、環境問題やこれからのごみ問

題に対して先生方がどのように考えているかは大事である。そこで

教育者の委員が１人入るのは良いと思う。 

副会長    ： これまで私もいろいろな清掃工場を見てきている。皆さんほんと

うに一生懸命、展示や模型やＤＶＤをつくってきている。そういう、

いい事例はまねてもいいのではないか。参考にしながら、それをさ
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らにわかりやすく、あるいは工夫する。ごみに関しては、既にたく

さん、展示物がある。それはそれで参考にすることは、決して悪い

ことではないと思う。 

それ以外に市民検討会のまとめにある「ごみ問題だけでなく、地

球環境問題や資源問題等幅広く学べる場とする」。ここまで広げた

形での展示はあまり多くない。地球温暖化の問題、生物多様性の問

題、あるいは酸性雨の問題などいろいろあると思う。先ほどＢ委員 

から石油の問題が出たが、そういう石油資源、将来的にどうなのか

とか、金属資源もそんなに長い寿命がないという中で、金属のリサ

イクルが必要だとか、ごみの焼却熱をできるだけ効率よく回収して

発電して、エネルギーを回収していくとか、ごみ問題と地球環境問

題、資源問題とかなり絡み合っている。そういうことまで含めて広

い視野から展示するということがあるといいのではないかと思う。 

それから、調布市、三鷹市のごみ問題、それから、海外ではどう

か、そういうものも含めてできるだけ視野を広げるような形ででき

れば、さすが、ふじみは違うという形で見てもらえるようなものに

なるのではないかと思う。 

会 長   ： 他に何かあるか。 

それでは、専門的なチームをつくっていく、というこの会議体を設

置することに了承いただけるか。名称はまだ仮称だが、かたい名称

ではないほうがよいのでは。 

事務局   ： 名称は、会議よりはやわらかくチームとして、ふじみ環境学習推

進チームでいかがか。 

会 長   ： 他に何かあるか。 

Ｃ委員   ： 環境問題とか、実際に展示物をつくるとか、それをＤＶＤ化する

とか、プレゼンテーションの方法というのは、やはり技術がないと

だめではないか。素人がやったのでは展示物にならないので、専門

家がいないと困るのではないか、そこが問題ではないか。 

会 長   ： 環境学習は既に展開している東京都の例などもあるので、その辺

の人に入ってもらってもよいかもしれない。専門家については、環
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境に関する学識経験者を１人としているが、若干名ぐらいにする手

もある。また、プレゼンは確かに大事である。展示して、見学者に

どう伝えていくかというあたりのノウハウを持っている人は、すご

く参考になると思う。その辺の構成についてはもう少し事務局のほ

うで検討してほしい。基本的な人数は増やさないで、今出てきたと

ころをカバーできるような人選に努めるということでいかがか。 

Ｄ委員   ： Ｃ委員 のいうとおりだと思う。私もそれを心配していた。要綱

案第８に「意見の聴取」というのがあり、必要があれば委員以外の

者を会議に出席させられるとある。これを使えば臨時的に入っても

らうことができる。ある問題について専門家、あるいは映像関係の

方の意見を聞くなど。第８をフルに活用したらいかがか。 

会 長   ： Ｄ委員 の、要綱案第８を生かして機動的に対応することも可能

であるので、その辺も含めて基本的に了解いただけるか。 

事務局   ： Ｃ委員 、Ｄ委員 の意見を踏まえて、学識経験者の人選及び第

８の、それ以外の方、アドバイザー的に出席いただくことの工夫を

したいと思う。 

会 長   ： 市民検討会からの委員はどのように選出するか。 

事務局   ： たたき台の方向性でよければ、ふじみ新ごみ処理施設整備市民検

討会委員からの人選について、本会議終了後、若干、時間をいただ

きたい。 

 【委員多数より「賛成」の声あり。】 

 

５ 確認事項 

【環境学習の参考ＤＶＤ上映】 

 

６ 確認事項 

【次回は、平成２４年１１月２２日（木）の午後７時に開催】 

７ 閉会 

午後９時００分散会 


